外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年11月23日（金）　　　　　　司会・記録：東　和弘
	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場

	休
	休
	業務
	業務
	年休
	○
	業務
	○
	業務
	業務
	業務

	紫葉
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	業務
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・電算化委員会より
委員会欠席届(ワークフロー申請)が、本人→委員長→I.O.O　と決裁の流れとなっているが、決裁者に所属SGMやTOLがない状況。所属管理者を間に挟むと最終決裁まで遅れがでることは予想されるが、所属管理者が欠席理由を直ぐに把握できない状況であるため、申請上の理由であるかも不明なところもある。今後所属長を入れるか検討中だが、3月まで所属長を入れて行ってみる。
・ナイトケアの時間帯に1F生活指導室の床暖房の温度が時々15℃設定になっていることがあるため、床暖の温度の確認をこまめにお願いします。また、デイナイトケアの利用者が帰る際、玄関からの冷気が入り、1Fが一気に冷えてしまうので、ホワイトボードに布を掛けて壁を作る等の対策を行っていく。
・12/24(月)予定するデイケア祝日プログムの内容を今月中には決めるようにして下さい。
　　→チーズ＆チョコフォンデュが候補として挙がっている。

・12/25(火)法人忘年会。遅C勤務者(予定者：慶長JGM、戸賀沢、佐々木、柴崎)は不参加届を、精神領域担当の石橋菜摘さんに提出してください。併せて、余興の募集についても案内が掲示されている為、各自で確認するようにして下さい。
· 加湿器の掃除について、庶務が毎月20日以降に掃除を行ってくれるとこと。それに伴い、コップのハイタ―浸けのない金曜日で、尚且つ20日前の金曜日に加湿器の容器をハイタ―に浸け、掃除していく。

・外来入院時に対応する書類に、「緊急時同意書」がありますが、電子カルテに保管されている書面と、外来時に使用する書類セットの中に保管されている書面が違うもので

あることが本日わかりました。

電子カルテ委員会にも確認して、正式書面の管理をしていきます。

・金曜日15時の外来ミーティング実施している。

　新患調整の段階での現状振り返りと、今後に向けて

　これまでの週単位や1カ月の新患受診状況を数字に出していく

　その上で、数としてどこまで対応が可能であるか、全体スタッフが視覚的にも
　確認できるような準備が必要である。

・サービス担当者会議（鈴木真知子様）について

　11/29（木）10：30～　場所：青風荘　参加者：小嶋SGM、紫葉

＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/3（月）看護内グループ研修　テーマ「緊急対応」　メンタル3階会議室　

講師：本川Ns

〔外部研修〕

・11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
・1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20(火)までに佐藤AOMへ→申込み終了

＜利用者様情報＞
デイケア
・菅野　勝利　様～病院SWより、今朝自宅で倒れ三戸中央病院へ救急搬送されたと情報提供がある。現時点で倒れた原因が不明であることから、詳細がわかり次第情報共有することとしている。
・櫻川　貞二　様～本日久しぶりに来所している。目の見えなさを訴えており、生活が大変であることを訴えているが、何とか生活はできているとのこと。デイケアでは、目の見えなさによる影響は見られず、スタッフと交流しながら静かに過ごしている。身体状況に関する不安を傾聴しつつ、適宜介入していく。
・東海林　紀子様～本日仕事のため欠席予定であったが、来所している。理由を確認すると、「父のこととか考えて気分の落ち込みがあって、仕事は連絡して休みました」「康之さんが家に居ると考え込むからデイケアに行こうって誘ってくれたので、何とか来れました」と話している。落ち込んでいる中でも来所できたことを評価し、ゆっくり時間を掛けながら父様のことは考えていくことと、可能な範囲で普段通りの生活を行い、体調悪化を防ぎながら過ごすよう促している。また、何かあった際には電話ででも相談するよう促すと「そうします」と返答している。デイケアでは、夫様と一緒に過ごしており、活気のない様子はあるが、表情穏やかに過ごしている。本人の訴えを傾聴しつつ、病状変化に注意しながら関わっていく。

・鈴木　知子　様～本人から架電があり、昨日デイケア利用時、「スタッフの話の中であの人はずるい人だって聞こえた気がしたんですけど、言ってましたか？」との連絡がある。そのようなことはないことを説明すると、すぐに了解し、電話を終了している。周囲を気にして行動できなくなってしまうことがある為、本人の訴えを傾聴しつつ、不安や気になることを解消しながら生活を継続できるよう関わっていく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供がある。昨日居室の物が散乱していたため介入を要したという。一日を通して表情は穏やかであった。本日のデイナイトケアでは、12：40頃静養室での休養の希望があり、休養理由を窺うと、口元を指差し「この辺がちょっと調子悪い」と話している。バイタルは、血圧133/90mmHg、脈拍80回/分。引き続き午後からの体調変化に注意していく。
・奥山　以依子様～青風荘から情報提供がある。昨日の主治医面談時に手の乾燥を訴え軟膏処方の希望があり、ヘパリン類似物質油性クリームが1本処方されたとのこと。帰荘後に両手に数か所のあかぎれを確認し塗布している。今朝「だいぶ良くなりました」と笑顔で話していたという。本日のデイナイトケアで患部について確認すると「良いですよ。前にワセリン塗ってたんですけど、昨日先生に軟膏を出してもらったんです」と表情良く両手を見せながら話している。

・倉石　ヨシエ様～青風荘から情報提供がある。帰荘後に「真知子を青陽館に連れて行くなって神様が言ってる」と鈴木真知子様を対象とした妄想発言がある。排便状況について昨日は排便がなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは上記訴えはない。

・小笠原　富治様～青風荘から情報提供がある。帰荘後に膝痛の訴えがあったという。「何年も前からだから慣れてる。薬を使うほどじゃない」と話していた。次回診察時に主治医へ報告するよう助言している。本日のデイナイトケアでは、膝関節痛や腰痛について確認すると、運動の際や正座などをすると疼痛が生じると話している。

・倉橋　生子　様～朝のミーティング前に「眩暈する。歩けない。青陽館休みたい」と訴えている。バイタルチェックを促すが「測ったってそういうのじゃないんだよ」と話しており再度促している。血圧123/74mmHg、脈拍91回/分、体温36.1℃。「静養室嫌なんだよね」「4週間前に減薬してから便通が良くないんだよ。眩暈したりふらついたり、なんか周りが動いてる感じがするんだよ」と頻回に訴えている。静養室での休養を再度促すと、易怒的となることなく応じている。上記について青風荘に情報提供している。1時間半程休養後は「休んだら少し良くなった。まだ眩暈してるような気がするけど、休んで良かったよ」と話している。活気なく表情の冴えなさは続いているが、以後不調の訴えはない。プログラム実施場所にいるが参加はせず見学している。午後より出勤のスタッフに、「静養室で2時間ぐらい休んだんだよ」と話している為、体調の確認や睡眠状況の確認を行うと、眩暈やふらつき等があると話し、その他の不調はないと話している。睡眠に関しては、いつもより早めに睡眠をとったと話している。本人様が考えるには、薬が減薬になったからではないかと話している。そのため、ことらからはなんとも言うことができないことを伝え、症状が続くようであれば主治医に相談することが出来ることを伝えている。

・田中　一　様　～右下の奥歯周辺の疼痛が出現したため、昨日松尾歯科医院を受診。「歯茎の腫れじゃないって抗生物質もらえなかった」と不満気に話している。ロキソプロフェンを2日分とうがい薬を処方され、疼痛が持続したり悪化したりした場合は土曜日に同院を受診するよう言われたとのこと。本日のデイナイトケアで患部の疼痛について確認すると、「ロキソニン飲んでると痛みはないですよ。ただ明日痛み出すと思うから行ってこようと思います」と話している。来月の年金振込日までに7,000円程で生活しなければいけないとのこと。「世話人が定期貯金を崩させてくれないんです。融通が利かないんですよ。髄膜炎になったら世話人のせいですよ」と話しており、定期貯金を崩すと癖になってしまうことを懸念しているのでは？と助言している。また購入物について「自分が不衛生だなって思ったらペットボトルを買ってそれを使用しています。スーパーでは4種類の飲み物を定期的に買っているんですけど、そんな7,000円も使わないですよ」と節制の意識が低い。

ナイトケア

・下妻　康貴　様～表情良く来所しており、体調を確認すると仕事は休みで不調はなく、しっかり休めているとのこと。スタッフや他利用者と表情良く交流を持ちながら過ごしている。
・若松　邦生　様～昨日、現状確認と今後の対応について、特定相談員、事業所担当スタッフ、グループホーム世話人、通所担当スタッフ、本人で面談を実施。就労してから1年を経過し、現在事業所では宿泊施設入力作業の他に、ヤスヒロ、book　net　oneにて作業を行っており、得手、不得手が見えてきたところで本人に合う仕事を選ぶようにしているとのこと。世話人からは、新しいグループホームに引っ越し後は生活音をあまり気にしなくなり、苛々感を訴えたり、対人面でのトラブルもないと話している。ナイトケア利用中はスタッフと表情良く会話したり、座学に取り組んでいる状況を報告している。本人からは　いいことも悪いことも受け止めれるようになってきたことでこのまま一般就労を目指して行きたいと話している。今後も各々これまでの通りに対応していき、ナイトケアでは、不安や訴えの傾聴や、出来ていることに関し振り返り評価する等、ストレスの軽減や就労への意欲を持続できるよう関わっていくこととし、面談を終えている。

外来患者様の情報

　久保　興介様～調子は安定している。幻覚症状も気にならない様子。

　　　　　　　　現在は湊病院のデイケアフットサルの見学、興味をもっており、

　　　　　　　　今後も週1回の体験利用を継続していく。

　　　　　　　　次回受診時に、DCの使用許可書を持参するとの事。

　山本　真智子様～11月9日に処方追加されたクレミンは服用せずに経過。

　　　　　　　　　命令するような幻聴はつづいている。睡眠はとれている。

　　　　　　　　　21日の市民病院消化器は問題なかった様子。

　　　　　　　　シクレスト再処方、11月27日（金）には入院予定となっている。

・我慢　奈津紀様～DC体験利用、週3回→5回に利用拡大を希望している。
　　　　　　　　　24日の診察で、本人は主治医に伝えるとの事。

　　　　　　　　　（DCから情報あり）

・大山　広美様～59歳　AL依存症

　　　　　　　　現在独居生活、母の年金で生活している。

　　　　　　　　酒や身体疾患により、五戸総合病院を行ったり、きたりしている。

　　　　　　　　飲酒はやめられずに経過する。

　　　　　　　　本人断酒意志あり、東Dユニット入院。

AL依存症治療プログラム化開始となる。
・木村　光乃介様～29歳　パニック障害
　　　　　　　　　以前より人前に出ると緊張しやすい傾向にある。

　　　　　　　　　今年の10月初め、顔面蒼白や動悸、市民病院救急を受診。血圧

　　　　　　　　　高いくらいで他異常なし。

　　　　　　　　　その後も人が多いところにでると、吐き気や動悸が出現。

　　　　　　　　　眠れない時には飲酒に頼っている。

　　　　　　　　　10月に内科から吐き気止めの薬とメイラックスの処方を受け、

　　　　　　　　　専門医の受診を勧められ、本日受診となっている。

　　　　　　　　　薬物療法開始していく。

